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１. はじめに 

本文は，平成 30 年北海道胆振東部地震によって札幌市清田区での液状化，厚真町での

土砂災害，むかわ町鵡川での堤防被災を中心に現地調査を行い，現地の状況についてまと

めたものである．なお，本文に記載されている地震の概要や調査内容については，今後の

より詳細な調査・研究次第では変更される可能性がある．調査概要を以下に記す．  

 

＜調査日：2018 年 9 月 7 日（金）＞  

調査地点：北海道札幌市清田区里塚，厚真町吉野地区  

調査者：北見工業大学  地盤工学研究室    山下聡（地盤工学会所属）  

   凍土・土質研究室   川口貴之（地盤工学会所属）  

   寒地岩盤工学研究室   渡邊達也（日本地理学会所属） 

   地盤工学，凍土・土質研究室  川尻峻三（地盤工学会所属）  

 

＜調査日：2018 年 9 月 8 日（土）＞  

調査地点：北海道むかわ町鵡川，厚真町富里地区，北海道札幌市清田区里塚  

調査者：北見工業大学  地盤工学研究室    山下聡（地盤工学会所属）  

   凍土・土質研究室   川口貴之（地盤工学会所属）  

   寒地岩盤工学研究室   渡邊達也（日本地理学会所属） 

   地盤工学，凍土・土質研究室  川尻峻三（地盤工学会所属）  

  

２. 調査地点における推計震度 

 図 2.1 は気象庁によって公表されている推計震度分布図 1)上に本文での調査地点を示し

ている．札幌市清田区里塚周辺では震度 5 弱程度，厚真町吉野地区では震度 7 程度，鵡川

下流部では震度 5 弱程度であった．  

むかわ町
鵡川下流

札幌市清田区里塚

厚真町
吉野・富里地区

 

図 2.1 調査地点における推計震度（気象庁推計震度分布図 1)に加筆）  
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３. 札幌市清田区里塚における液状化被害 

 図 3.1 は調査地点周辺の地形および被災状況を示している．調査範囲内おいて，地点 a)

と地点 j)は比較的標高が高く，地点 e)は標高が低い．標高が高い地点 a) ~ c)では，道路や

公園内に顕著な地盤陥没（地点 a), b)参照）や住宅の傾斜（地点 c)）が発生していた．しか

しながら，地表面への噴砂は確認できなかった．また，比較的新しい年代に設置されたと

考えられるマンホールでは，地震前の設置位置を維持していた（地点 a)）．標高がやや低

い地点 d) ~ f)地点では，液状化によって地点 a) ~ c)地点などの標高の高い箇所から流動し

てきたと考えられる土砂とともに，地表面の沈下や一部の箇所では地表面の隆起が発生し

ていた．調査範囲内で最も標高が低い地点であった地点 e)付近には，上方から流動してき

たと考えられる大量の土砂が駐車場に堆積していた．なお，調査時には地点 e)より低い箇

所にある道路の土砂は撤去されていたが，地震直後の報道では当該道路へも土砂が堆積し

ていた．地点 g)や h)でも路面陥没が発生しており，この地点についても地点 e)へ向かって

緩やかな傾斜地形にあった．さらに，地点 i)の例に示すように，杭基礎で支持されている

住宅では軽微な被災に留まっている箇所があった．なお，地点 j)では「河」と記載された

マンホールがあり，旧河道の存在が示唆される．  

a) c)b) d)
e)

f)g)

h)

j)

a)

b)

c) d)

e)

h) g)i)

f)

i)

j)

図 3.1 調査箇所周辺の地形図と状況（地理院地図に加筆）  
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図 3.2 1970 年代における地形と被災箇所の比較（地理院地図に加筆）  

 

 図 3.2 は調査箇所付近における 1970 年代に撮影された航空写真である．図 3.1 に示した

被災箇所周辺は，かつては水田地帯であったと推察される．地点 a)の旧地形は谷部であっ

たと考えられ，地点 i), j)は森林と水田の境界付近であり，用水路もしくは小河川内であっ

た可能性がある．その他の被災箇所についても，大量の土砂が堆積した地点 e)を除き，概

ね水田内もしくは水田と森林の境界部に位置しており，先述したように当該箇所では農業

用水路や小河川の存在に加えて，切盛境界部であったと予想される．以上のことから，今

回の被災箇所は過去に水田地帯であったため，埋めた盛土内の地下水位は高くなり易い条

件下であることに加えて，過去最大規模の大きな地震動の作用によって液状化した盛土材

料が旧地形に沿って流動し，傾斜地の末端部から噴出したと予想される．この際，液状化

層上部の道路舗装などの非液状化層は液状化層のようには流動せず（移動せず）にその場

に留まったため，調査した範囲では最大で 4m 程度の大きな地表面沈下が発生した可能性

がある．図 3.3 は図 3.1f)付近で確認した噴出した堆積物の状況を示している．堆積物は 2

層化しており，これは舗装の凍上抑制層と埋め立てに用いた地盤材料の違いであると予想

される．なお，土質はどちらの層も火山灰質であった．  

  

 

図 3.3 舗装面上の堆積物の状況  
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 図 3.4 は，図 3.1 内の地点 d)および地点 e)付近で採取した試料の粒度分布を示している．

地点 d)については，図 3.5 に示す舗装上に堆積した噴出物と舗装下部の凍上抑制層に用い

られている火山灰質土を採取した．地点 e)については駐車場脇の道路に堆積している噴出

物を採取した．地点 d)と地点 e)に堆積している噴出物の粒度分布はほぼ一致しており，同

様の土質であることが伺える．一方，地点 d)の噴出物と凍上抑制層を比較すると，凍上抑

制層では粒径が大きく，噴出物は凍上抑制層とは異なる土質であることわかる．次に今回

の地震による噴出物を，2003 年十勝沖地震の際に北見市端野町で発生した液状化 2)での噴

出の粒度分布と比較すると，細粒含有率に 10%程度違いはあるものの，ほぼ同程度の粒度

分布を呈している．なお，2003 年十勝沖地震の端野町での被害では，沢を埋めた畑地の下

部盛土が液状化によって流動・流失することで広範囲にわたり畑地が陥没し，今回の被災

箇所とは地表面の土地利用は異なるものの，同様の被災形態であった．  
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図 3.4 粒度分布の比較  

地点d)

噴出物

凍上抑制層

 

図 3.5 地点 d)での試料採取位置  
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４. 厚真町吉野・富里地区における土砂災害 

４．１ 被災状況の概要  

図 4.1 は厚真町吉野地区の被災後の航空写真を示す（図中の a), d), e)は後述する写真の

位置を示す）．また，図 4.2a) ~ e)に現地の状況を示す．被災箇所周辺は，厚真川によって

形成された谷底平野であり，水田として土地利用されている．被災した住宅は，厚真川右

岸の河岸段丘崖の崖下に位置している．河岸段丘崖の上部の段丘面では畑作が行われてい

る．地震によって段丘崖における堆積土が不安定化し，崩壊土砂が段丘崖の崖下にある住

宅を巻き込み，水田や，場所によっては厚真川近くまで比較的長距離にわたって流動・流

下していた（図 4.2a)）．地形図上では，微地形的な谷部を確認できるものの，崩壊面には

明瞭な谷は確認できず，崩壊面は比較的に一様な勾配である（図 4.2b)）．また，崩壊面に

は崩壊土砂による擦過痕と考えられるものがあり，崩壊土砂は比較的速い速度で流下した

と推察される（図 4.2c)）．なお，流下した土砂の先端部付近における土質を見ると，堆積

年代や風化程度が異なる降下火砕堆積と黒ボク土で形成されていた（図 4.2d)）．加えて，

場所によっては水田が隆起している箇所があるため，崩壊土砂の落下した地盤の状況次第

では流動・流下ではなく，地盤内に潜り込むような挙動をした可能性がある（図 4.2e)）．   

a)

d)

e)
厚真川

 

図 4.1 吉野地区における被災後の航空写真（地理院地図に加筆）  

 

 

図 4.2a) 図 4.1 中の a)付近からの崩壊状況(1) 
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図 4.2b) 図 4.1 中の a)付近からの崩壊状況(2) 

 

 

図 4.2c) 崩壊面の状況  

 

 

図 4.2d) 図 4.1 中の e)付近における崩壊土砂の状況  
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図 4.2e) 水田の隆起状況  

 

図 4.3 は厚真町富里地区の被災後の航空写真を示す（図中の a) ~ d)は後述する写真の位

置を示す）．また，図 4.4a) ~ d)は図 4.3 中に示した地点付近での現地の状況を示す．富里

地区についても，厚真川右岸の丘陵部の斜面が崩壊している．浄水場の北側斜面で発生し

た崩壊では，流下した土砂によって浄水場施設周辺の住宅を巻き込み，崩壊土砂は河道に

まで流下し，楢山橋の上流側で河道閉塞が発生していた（図 4.4a)）．崩壊形態について先

述した吉野地区と比較すると，富里地区では明瞭に尾根筋のみが残り，谷状に土砂が崩壊

して流下していることがわかる．崩壊深度も深い傾向にあることから，集水性の高い谷地

形を厚く埋積した降下火砕物が強振動により不安定化したものとみられる．次に浄水場の

北側斜面よりも西側に位置している斜面では，流下した土砂が水田に広く流動している（図

4.4b)）．当該箇所では，東西方向に延びる谷部の北側および南側斜面の両方が崩壊し（図

4.4c)），水田にまで流下した．北側斜面の源頭部付近の状況を見ると，図 4.2d)に示したよ

うな降下火砕物と黒ボク土が堆積していることが伺える（図 4.4d)）．また，図 4.3 に示し

た領域よりもさらに北側の斜面では，広範囲にわたって数多くの斜面で同様の崩壊が発生

していた（図 4.4e)）．  

 

図 4.3 富里地区における被災後の航空写真（地理院地図に加筆）  
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浄水場

厚真川

尾根
尾根尾根

谷 谷 谷 谷 谷

 

図 4.4a) 図 4.3 中の a)付近からの崩壊状況  

 

 

 

 

図 4.4b) 図 4.3 中の b)付近からの崩壊状況  
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図 4.4c) 図 4.3 中の c)付近からの崩壊状況  

 

 

 

 

図 4.4d) 図 4.3 中の d)付近からの崩壊面付近の状況  
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図 4.4e) 図 4.3 に示した領域よりもさらに北側の斜面における崩壊状況  

 

４．２ 崩壊箇所における地質  

厚真川流域の山地・丘陵斜面では，西方の支笏・恵庭・樽前を起源とする降下火砕物が

新第三紀堆積岩を覆っている．図  4.4d)崩壊斜面の頭部滑落崖（図 4.5）では，灰白～灰色

の軽石層と黒褐色の黒ボク層の互層が認められる．これらの軽石層は，樽前火山を起源と

する降下火砕堆積物  Ta-a～c（噴出年代は上位から西暦  1739 年，西暦  1667 年，約  2,000 

年前）に相当する．Ta-c の下位には，風化した赤褐色の軽石およびスコリアが特徴的であ

る  Ta-d（約 9,000 年前に噴出）の上部ユニットが認められる．吉野・富里両地区において

は，ほぼ全ての崩壊土砂中にこの特徴的な色の堆積物が含まれていた．Ta-d は風化程度の

違いにより下位へ向かって橙色へと遷移していくが，今回の調査においてこれより下位の

層は滑落崖にはっきりと確認できなかった．そのため，吉野・富里地区では  Ta-d の下部

付近をすべり面として崩壊が多発したものと推察される．ただし，今回の調査では遠望か

らの観察のみで判断しているため，今後の調査により解釈が変わる可能性がある．  

図  4.1 中の  e)の崩壊土砂中から採取した  3 種類の降下火砕堆積物の写真を図  4.6 に

示す．図  4.6a)は輝石斑晶を含む灰色の軽石堆積物である．風化が進んでいないため細粒

分を含んでおらず，粒子間の固着性は低く，崩壊移動過程で巻き込んだとみられる黒ボク

が混在している．図  4.6b)は赤褐色が特徴的な  Ta-d であり，風化した軽石とスコリアを含

む．細粒分は少ないものの，団粒状に固着しているものもみられた．図  4.6c)は著しく風

化した軽石およびスコリアを含む黄褐色粘性土である．現地での採取時には水分を多く含

んでおり，塑性の性状を示したことから，この粘性土をすべり面として崩壊が発生した可

能性が考えられる．なお，採取試料の含水比 w は，図 4.6a)では w = 19.5%，図 4.6b)では w 

= 155.3%，図 4.6c)では w = 159.4%であった．  

吉野・富里両地区で観察した降下火砕堆積物の対比をするため，苫小牧市美沢の模式露 

頭 3)を観察した（図 4.7）． この露頭には，46,000 年前の支笏カルデラ形成噴火以降のテ
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フラが累重している．Ta-d の下部付近は，風化した軽石を含む黄褐色細粒層がみられた（図  

4.8）．吉野地区の崩壊土砂から採取した風化粘性土（図  4.6c））も類似した色合いを呈して

おり，厚真川流域の斜面においても  Ta-d 下部付近に風化した細粒層が存在している可能

性が考えられる．ただし，これはあくまでも模式露頭の観察に基づく推測に過ぎないため，

今後現地の崩壊斜面を対象とした堆積土層構造の精査が必要である．  

 

 

図 4.5 図 4.4 d)の崩壊斜面の頭部滑落崖にみられる地質断面  

 

 

 

図 4.6 図 4.1e)の崩壊土砂から採取した降下火砕物  
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図 4.7 苫小牧市美沢の模式露頭  

 

 

 

図 4.8 模式露頭の Ta-d と En-a の間に挟在する黄褐色風化細粒層  
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５. 鵡川下流部における堤防被災 

 図 5.1 は今回の調査で確認した鵡川での堤防被災箇所を治水地形分類図上に示している．

図 5.2a)は側帯盛土と本堤との境界部で発生した亀裂であり，このように左岸堤体天端の中

央部や法肩部の舗装等に亀裂が発生していた．また，堤体の凍結融解や凍上現象等によっ

て生じたわずかな亀裂が地震によって進展・拡大したものもあると推察され，場所によっ

ては深度方向に 10cm 程度進展していた（図 5.2b)）．なお，堤体の安定性に影響があると

考えられる，より大きな亀裂については，雨水浸透による堤体変状対策として天端にブル

ーシートを敷設する応急措置が実施されていた（図 5.2c), d)）．また，左岸 KP2.5 の旧河道

上の堤外地盤では，液状化現象によって発生したと考えられる噴砂が確認できた（図 5.2e), 

f)）．なお，上述のような亀裂や噴砂が発生し，堤体のり面にも亀裂が発生 4)（2018.9.9 現

在，応急復旧中）していたものの，堤体天端高さが計画高水位を下回るような大規模な変

状は発生していなかった．  

ブルーシートによる応急対策
（図5.2c),d)）

堤体天端の亀裂
（図5.2a),b)）

液状化による噴砂
（図5.2e),f)）

 

図 5.1 被災箇所と治水地形分類図の関係（地理院地図/治水地形分類図に加筆）  

 

 

図 5.2a) 側帯盛土と本堤の境界部での亀裂の状況  
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図 5.2b) 地震によって拡大したと予想される亀裂の状況  

 

 

図 5.2c) ブルーシートによる応急対策（KP3.5 付近）  

 

ブルーシート

噴砂

噴砂

 

図 5.2d) ブルーシートによる応急対策（KP2.5 付近） 



 15 

 

図 5.2e) 堤外地盤での噴砂（KP2.7 付近）  

 

 

図 5.2f) 堤外地盤での噴砂（KP2.5 付近）  
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６． おわりに 

 本文は，平成 30 年北海道胆振東部地震での地盤災害状況に関する現地調査結果を速報的

にまとめたものである．今後の詳細な調査・研究によって本文の内容に変更が生じること

に注意が必要である．本文が今後実施される防災対策の参考や一日も早い復興に繋がれば

幸いである．また，本調査の実施にあたり，国土交通省  北海道開発局および京都大学防災

研究所  山崎新太郎 准教授から貴重な情報をご提供頂いた．末筆ながら記して深甚なる謝

意を表す．  
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